
こんにちは。いつも弊社をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

暦上では、「立夏」から「立秋」前までを夏、「立夏」から 6 月上旬の「芒種」の頃を初夏と

いいます。この時期は天気が安定して過ごしやすい日が続き、次第に夏の気配も感じられます。

5月の晴れ渡った空を「五月晴れ」と表現することがありますが、これは誤

った使い方で、旧暦 5 月（今の 6 月）が梅雨の時期にあたるところから、

本来「五月晴れ」は「梅雨の晴れ間」「梅雨の合間の晴天」を指しました。

ところが、時が経つにつれ誤って「新暦の 5月の晴れ」の意味でも使われる

ようになり、この誤用が定着したそうです。 

 

 

■ 2021年ＧＷ期間中の営業についてのご案内 

収集・リサイクル業務につきましては通常通りの営業です。 

◆事業系一般廃棄物の収集  通常通り回収いたします。 

◆食品廃棄物等のリサイクル 通常通り受入いたします。 

なお、事務所につきましては、誠に勝手ながら、2021年 5

月 1 日（土）から 5 月 5 日（水）まで休業とさせていただき

ます。休業期間中の収集・リサイクル関連へのお問合わせにつ

きましては、下記の臨時連絡先へお願い申し上げます。 

 

  ◆ 事業系一般廃棄物の収集（大阪市・堺市）のお問合せ先     080-4728-0070 

  ◆ 食品廃棄物等のリサイクルのお問合せ先            070-2277-1605 

 

 

■ 令和元年度家庭部門の CO2排出実態統計調査の結果（確報値）を公表 

環境省では、家庭部門の詳細な CO2排出実態等を把握し、地球温暖化対策の企画・立案に資す

る基礎資料を得ることを目的に、平成 29年度から「家庭部門の CO2排出実態統計調査」を本格

調査として実施しており、先般、平成 31年度（令和元年度）調査の結果が公表されました。 

 各世帯の世帯構成、住宅の建て方、電気、ガス等のエネルギー消費量や家電製品別の使用状況等、

延べ496項目にわたって詳細に調査しており、世帯当たりの年間CO2排出量は2.72t-CO2で、

前年度から 6.2％減少しています。この調査により、家庭からの CO2排出量やエネルギー消費量

の把握に加え、その説明要因（世帯状況、住宅状況、機器の保有・使用状況等）や冷房・暖房の設

定温度、省エネ行動の実施状況等を一体的に把握することで、家庭における CO2の排出実態を精

緻に把握することが可能になります。
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